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Seeing is believing.  Just look more well. 
我々の細胞はスペシャリストである。（Haldane, JBS） 
「六〇兆の細胞よりなる君たち」と呼びかけて 
  午後の講義を始む   永田和宏 
Bloom & Fowcett: A Textbook of Histology (9th Ed.) Saunders, 1968 
藤田恒夫、牛木辰男：細胞紳士録、岩波新書, 2004 
フォトサイエンス生物図録―視覚でとらえる 数研出版株式会社，2014 
細胞生物学Cell Biology 入門 














細胞骨格  運動・支持 
微小管 25nm(直径) 鞭毛や繊（線）毛の形成，細胞分裂（紡錘体） 
アクチンフィラメント7nm(直径) 収縮装置，細胞運動，細胞分裂（娘細胞の形成） 
中間径フィラメント10nm(直径)  細胞内網目構造，細胞間結合  
 
封入体         肝細胞や筋細胞のグリコーゲン顆粒，脂肪細胞の脂
肪滴，メラニンなどの色素，細胞内で結晶したウイ
ルスなど 
動物細胞の構造 参考 p44  
小器官・構造 サイズ  主機能  参考 p44  
細胞小器官 
核  5～25μm DNAの合成(遺伝情報貯蔵) 
核小体 1～4μm rRNAの合成、リボソームの形成 
リボソーム 15～20nm(直径)  タンパク質合成（翻訳） 
小胞体(ER) 4～7nm(厚さ) タンパク質合成、生成物の輸送，脂質の代謝 
  リボソーム結合（粗面）、Ca貯蔵・遊離（滑面） 
ゴルジ体 0.2～5.5μm(長さ) 翻訳後修飾，分泌顆粒の生成 
ミトコンドリア0.5～0.8μm(直径) 細胞内呼吸（酸素利用）、ATP産生 
mitochondria 「糸粒体」、活性酸素からの傷害に対する品質管理が大切 
リソソーム 0.4μm(直径) 細胞内消化 
ペルオキシソーム0.5～1.5μm(直径)   グリコール酸の代謝，過酸化物の分解 
分子生物学の基本原則 

























分子薬理学分野 助川淳客員教授がクローニング。 Cell 1993;72:29-38.  
















細胞周期 cell cycle p385 








細胞膜の構造（流動モザイクモデル）  p46 
イオンチャネル 
  膜輸送タンパク質の分類  
膜  イオンチャネル 
輸 チャネル 
送  水チャネル 
タ    受動輸送
ン  ユニポーター 
パ トランス シンポーター* 
ク ポーター アンチポーター* 
質  ポンプ  能動輸送 
（一次性） 
*：二次性能動輸送 
能動輸送 active transport 
• 一次性能動輸送 




















accelerated diffusion，担体輸送carrier-mediated transport 





































































Electron micrograph of the basal region of a 膵臓腺房（外分泌）細胞
pancreatic acinar cell. 
核 
粗面小胞体rough ER 
Electron micrograph of a guinea pig 形質細胞plasma cell.  
（粗面小胞体 rough endoplasmic reticulum） 
→抗体（antibody; protein）産生・分泌細胞  
増殖と分化そして機能発現 
抗体（antibody; protein）産生・分泌細胞 















体 smooth endoplasmic reticulum） 
Electron micrograph of human 
interstitial cell cytoplasm, 
illustrating the tubular character of 
the smooth endoplasmic 
reticulum and its 
extraordinary abundance.  
コレステロール 
テストステロン 
第18回 Sendai Renal Research Seminar 
• 20150507（木）19:00～20:30 
• 勝山館        座長 阿部高明 
（分子病態医工学分野教授） 
• Lecture 1 佐藤岳哉（分子薬理学分野准教授）    
薬物誘発性心筋障害から見たミトコンドリア品
質管理機構 










•結合[支持]組織 (+血液)   
•筋（肉）組織    




結合[支持]組織 (＋血液) p64 
• 疎性結合組織 loose connective tissue 
• 密線維性結合組織 dense connective tissue 
• 細網組織 reticular tissue 
–        ＊線維組織fibrous tissues 
• 脂肪組織 adipose tissue 
• 軟骨組織 cartilage 
• 骨組織 bone, osseous tissue 
• 血液 blood 
＊ 













(2) 心筋cardiac muscle 
横紋筋 
筋組織muscle tissue 


















Triad of the reticulm 











Neuroglia, Glia  
                  ("glue“Gr. γλία, γλοία ) 
myelin sheath 
(déndron, “tree” Gr. δένδρον ) 
soma 
nucleus ランヴィエ絞輪 















Glu, Sub. P 
p247 




















[K+] o ，[K+] iはそれぞれ細胞外および細胞内のK+濃度。 
平衡電位equilibrium potential 
ネルンスト電位 Nernst potential 
EK＝ 60・log（[K+]o/[K+]i) （mV） 
EK＝ 60・log（4/155) = -98 （mV） 



















































神経組織 nervous tissue 
遠心性末梢神経 efferent peripheral nerve 
























































































日時  平成27年5月16日（土）午後4時～ 
会場  勝山館 仙台市青葉区上杉2丁目1-50 
福岡伸一教授 （生物学者、青山学
院大学理工学部） 
「生命を捉えなおす～動的平衡の
視点から～」 
 帝国大学医学部百周年 
